
  令和 5 年度決算報告書 
 
 

 独立行政法人 経済産業研究所 
 
 

【法人全体】                                                     

                                                    単位：円 
区    分 予算金額 決算金額 差  額 備 考 

収 入 
運営費交付金 

  受託収入 

    普及業務関係収入 

  寄附金 

    科研費収入 

  金利収入・雑収入 

  前年度よりの繰越金 

   計 

 

1,900,000,000 

1,190,000 

49,033 

2,000,000 

6,384,000 

50,786 

688,782,288 

2,598,456,107 

 

1,900,000,000 

1,190,918 

59,765 

2,000,000 

6,333,165 

178,833 

688,782,288 

2,598,544,969 

 

0 

918 

  10,732 

0 
－50,835 

128,047 

0 

88,862 

 

 
 

（注1） 

 

 

（注2） 

 

支 出 
  業務経費 
   うち人件費（常勤役員・職員） 

     業務費（人件費を除く） 

  受託経費等 

  一般管理費 
   うち人件費（常勤役員・職員） 

     業務費（人件費を除く） 

   計 

 

1,870,422,925 

473,264,370 

1,397,158,555 

1,190,000 

726,843,182 

129,163,544 

597,679,638 

2,598,456,107 

 

1,310,953,940 

458,742,600 

852,211,340 

1,190,918 

605,969,848 

127,744,912 

478,224,936 

1,918,114,706 

 
－559,468,985 

－14,521,770 

－544,947,215 

918 
－120,873,334 

－1,418,632 

－119,454,702 

－680,341,401 

 
 

 
（注3） 

 

 

 

（注4） 

 

 
予算金額と決算金額の差額（著しい乖離）の説明 

 
（注1） 普及業務収入の決算金額が予算金額を上回ったのは、予算段階の見込みを上回った普及業務収入であったためであ

る。 

（注2） 金利収入・雑収入の決算金額が予算金額を上回ったのは、予算段階の見込みを上回った金利収入・雑収入であった

ためである。 

（注3） 業務経費の業務費の決算金額が予算金額を下回ったのは、コロナの影響で複数年度に亘る研究プロジェクト経費の

一部に繰越があり、予算想定時の業務執行が困難であったためである。 

（注4） 一般管理費の業務費の決算金額が予算金額を下回ったのは、経費の一部に繰越があり、予算想定時の業務執行が困

難であったためである。 

 



 

令和 5 年度決算報告書 
 
 

独立行政法人 経済産業研究所 
 
 

【調査・研究・政策提言・資料統計】                                           

                                     単位：円 
区    分 予算金額 決算金額 差  額 備 考 

収 入 
運営費交付金 

  受託収入 

    普及業務関係収入 

  寄附金 

    科研費収入 

  金利収入・雑収入 

  前年度よりの繰越金 

   計 

 

876,421,610 

1,190,000 

0 

2,000,000 

0 

0 

688,782,288 

1,568,393,898 

 

876,421,610 

1,190,918 

0 

2,000,000 

0 

0 

688,782,288 

1,568,394,816 

 

0 

918 

0 

0 

0 

0 

0 

918 

 
 

 

 

 

支 出 
  業務経費 
   うち人件費（常勤役員・職員） 

     業務費（人件費を除く） 

  受託経費等 

  一般管理費 
   うち人件費（常勤役員・職員） 

     業務費（人件費を除く） 

   計 

 

1,567,203,898 

384,354,382 

1,182,849,516 

1,190,000 

0 

0 

0 

1,568,393,898 

 

1,037,802,796 

368,992,356 

668,810,440 

1,190,918 

0 

0 

0 

1,038,993,714 

 
－529,401,102 

－15,362,026 

－514,039,076 

918 

0 

0 

0 
－529,400,184 

 
 

 

（注1） 

 
 

 

 

予算金額と決算金額の差額（著しい乖離）の説明 

 
（注1） 業務費の決算金額が予算金額を下回ったのは、コロナの影響で複数年度に亘る研究プロジェクト経費の一部に繰越

があり、予算想定時の業務執行が困難であったためである。 
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独立行政法人 経済産業研究所 
 
 

【成果普及・国際化】                                                  

                              単位：円 
区    分 予算金額 決算金額 差  額 備 考 

収 入 
運営費交付金 

  受託収入 

    普及業務関係収入 

  寄附金 

    科研費収入 

  金利収入・雑収入 

  前年度よりの繰越金 

   計 

 

303,169,994 

0 

49,033 

0 

0 

0 

0 

303,219,027 

 

303,169,994 

0 

59,765 

0 

0 

0 

0 

303,229,759 

 

0 

0 

10,732 

0 

0 

0 

0 

10,732 

 

 

 
（注1） 

支 出 
  業務経費 
   うち人件費（常勤役員・職員） 

     業務費（人件費を除く） 

  受託経費等 

  一般管理費 
   うち人件費（常勤役員・職員） 

     業務費（人件費を除く） 

   計 

 

303,219,027 

88,909,988 

214,309,039 

0 

0 

0 

0 

303,219,027 

 

273,151,144 

89,750,244 

183,400,900 

0 

0 

0 

0 

273,151,144 

 
－30,067,883 

840,256 
－30,908,139 

0 

0 

0 

0 
－30,067,883 

 
 
 
（注2） 

 
 

   

予算金額と決算金額の差額（著しい乖離）の説明 

 
（注1） 普及業務収入の決算金額が予算金額を上回ったのは、予算段階の見込みを上回った普及業務収入であったためであ

る。 

（注2） 業務費の決算金額が予算金額を下回ったのは、コロナの影響で予算想定時の業務執行が困難であったためである。 
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  独立行政法人 経済産業研究所 

 
【法人共通】                                                     

                           単位：円 
区    分 予算金額 決算金額 差  額 備 考 

収 入 
運営費交付金 

  受託収入 

    普及業務関係収入 

  寄附金 

    科研費収入 

  金利収入・雑収入 

  前年度よりの繰越金 

   計 

 

720,408,396 

0 

0 

0 

6,384,000 

50,786 

0 

726,843,182 

 

720,408,396 

0 

0 

0 

6,333,165 

178,833 

0 

726,920,394 

 

0 

0 

0 

0 
－50,835 

128,047 

0 

77,212 

 

 

 

 

 

 
（注1） 

 

支 出 
  業務経費 
   うち人件費（常勤役員・職員） 

     業務費（人件費を除く） 

  受託経費等 

  一般管理費 
   うち人件費（常勤役員・職員） 

     業務費（人件費を除く） 

   計 

 

0 

0 

0 

0 

726,843,182 

129,163,544 

597,679,638 

726,843,182 

 

0 

0 

0 

0 

605,969,848 

127,744,912 

478,224,936 

605,969,848 

 

0 

0 

0 

0 
－120,873,334 

－1,418,632 

－119,454,702 

－120,873,334 

 

 

 

 

 

 

 

（注2） 

  
予算金額と決算金額の差額（著しい乖離）の説明 

 
（注1） 金利収入・雑収入の決算金額が予算金額を上回ったのは、予算段階の見込みを上回った金利収入・雑収入であった

ためである。 

（注2） 業務費の決算金額が予算金額を下回ったのは、経費の一部に繰越があり、予算想定時の業務執行が困難であったた

めである。 

 

 
 


